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　来期の業況判断D.I .の見通しは△9.7と今期との比較で6.7ポイント改善すると予想しています。項目別業況判断D.I.
見通しでは、売上高△8.9、資金繰り△7.2、採算△14.1、従業員増減△1.4と全項目で改善する見込みとなっています。また、
業種別の業況判断D.I.見通しでは卸売業は横ばいですが、製造業、小売業、建設業・不動産業、サービス業では変動幅は
それぞれ異なりますが改善する予想となっています。

●来期（2022年1～3月期）の業況

Ⅰ　全業種（回答366社・・・回答率99.4％）

前　期
2021年7～9月期

今　期
2021年10～12月期

来期予想
2022年1～3月期

全国調査
2021年10～12月期

全 業 種

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

建 設 業

不動産業

サービス業

快晴
100.0～35.0

晴れ
34.9～20.0

曇り一部晴れ
19.9～7.0

曇り
6.9～△7.0

小雨
△20.1～△35.0

雨
△35.1～△100

本曇り
△7.1～△20.0
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■業種別業況判断D.I.
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伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2021年10～12月期）
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△37.4

　今期の全業種の業況判断D.I.は△16.4と、前期との比較で4.6ポイント下回り、小幅ながら2期連続で悪化しました。
　項目別の業況判断D.I.でも、売上高は△16.5（前期比△2.8）、資金繰りは△11.5（前期比△1.6）、採算△18.4（前期比
△4.7）、従業員増減△3.0(前期比0.1)と従業員増減を除き、小幅悪化しました。
　業種別の業況判断D.I.においては、製造業は大幅悪化、卸売業で小幅悪化、建設業・不動産業は横ばい、小売業、サービス業
ではマイナス水準ながら改善するなどまだら模様となっています。
　独立行政法人中小企業基盤整備機構が実施し、日本商工会議所他2団体が実査した全国調査（以後「全国調査」という。）
との比較では、全業種の業況判断D.I.で全国調査を7.2ポイント上回りました。業種別では製造業で全国調査を6.1ポイント
下回った一方、卸売業、小売業、建設業・不動産業、サービス業で全国調査を上回る結果となっています。

●今期（2021年10～12月期）の業況

△21.8

△23.6

△25.4

業況判断D.I.は、2期連続で小幅悪化、来期は改善の予想
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Ⅱ　製造業（回答112社・・・回答率100％）

　今期の業況判断D.I.は△19.8と、前期との比較で23.4ポイントの
大幅な悪化となりました。全国調査との比較でも、業況判断D.I.で
6.1ポイント下回りました。
　業種別にみると、マイナスの幅は異なりますが、すべての業種で
悪化しています。
　項目別には、原材料仕入単価が大幅な上昇となっているほかは、
すべての項目で悪化しています。
　来期の業況判断D.I.は△6.4と今期との比較では、改善すると予想
しており、項目別にも売上高、資金繰り、採算、設備操業率で改善が
見込まれています。
　経営上の問題では、「原材料価格の上昇」が29.5%、「需要の停滞」
13.5%、「製品ニーズの変化への対応」10.0%、「製品単価の低下・上昇
難」8.8％で、「原材料価格の上昇」が最大の懸念材料になっています。

■景況

【輸送機械】
　業況判断D. I .は、0.0と前期比12.5ポイント悪化していますが、
来期は△22.2とさらに悪化の見込みであり、半導体不足および原
材料高の影響が懸念されます。
　項目別でも、売上高はプラス圏での小幅悪化の一方、採算は大幅
悪化となっており、原材料仕入単価が大幅上昇し、原材料在庫は
大幅な減少、設備操業率も大幅な低下となるなど生産活動を取巻く
環境は不安定な状況となっています。
　経営上の問題では、「原材料価格の上昇」が32.0%、「原材料の不足」
16.0%となっています。

【機械器具】
　業況判断D.I .は、△20.0と前期比12.3ポイント悪化しましたが、
来期は△13.3と改善が見込まれています。
　項目別では、売上高、採算は改善していますが、原材料仕入単価
は上昇しており、原材料在庫は減少、設備操業率も低下しています。
　経営上の問題点としては、「原材料価格の上昇」が34.3%、「需要
の停滞」14.3%、「従業員の確保難」11.4%となっています。

【金属製品】
　業況判断D.I.は、△16.1と前期比34.0ポイントの大幅悪化となり
ました。来期の業況判断D.I .は、△3.2と今期比では12.9ポイント
の改善を見込みますが、原材料仕入単価の上昇は継続しており、先
行きの見通しは楽観できない状況です。
　項目別には、売上高、資金繰りともにマイナスに転落、大幅に悪化
しています。原材料仕入単価が大幅な上昇をしており、採算も△12.9
と厳しい状況となっています。
　経営上の問題点については、「原材料価格の上昇」34.4%、「需要
の停滞」13.1%となっています。

【金属プレス・メッキ】
　業況判断D.I.は、△60.0と前期比43.3ポイントの大幅悪化になり
ましたが、来期は0.0と改善が見込まれています。一方、原材料仕入単
価の上昇は継続しており、先行きの見通しは楽観できない状況です。
　項目別には、売上高、資金繰り、採算、設備操業率ともマイナス幅
が拡大しており、原材料仕入単価の大幅な上昇もあり、厳しい状況
となっています。
　経営上の問題点については、「原材料価格の上昇」27.3%「需要
の停滞」が22.7%となっています。

【印刷】
　業況判断D.I.は、△37.5と前期と比較して25.0
ポイント悪化し、来期の業況判断D.I.も、△25.0と
厳しい状況が継続する見込です。

【プラスチック】
　業況判断D.I.は、0.0と前期比14.3ポイント悪化
しています。来期の業況判断D.I.は△16.7とマイ
ナスに転落することが見込まれます。

■業種別の状況

■主要業況判断D.I.の推移
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今　期 来期見通し 全国調査

業況 売上（加工）高 資金繰り
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■経営上の問題点（複数回答）

製品（加工）単価の低下・上昇難

従業員の確保難

原材料の不足

熟練技術者の確保難

製品ニーズの変化への対応

生産設備の不足・老朽化

原材料価格の上昇

需要の停滞
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■主要業況判断D.I.の推移
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Ⅲ　卸売業（回答23社・・・回答率100％）

　今期の業況判断D.I.は△21.8と、前期との比較で2期ぶりに9.2
ポイント改善し、全国調査との比較では、業況判断D.I.で15.6ポイ
ント上回っています。
　項目別では、売上高は改善していますが、資金繰り、採算は横ばい、
売上単価、仕入単価は上昇、在庫数量は減少しています。
　来期の業況判断D.I.は△17.2と、今期との比較で4.6ポイント改善
する予想になっています。
　経営上の問題としては「消費者ニーズの変化への対応」19.3%に
ついで「仕入単価の上昇」16.8%となっていることが特徴的です。

■景況

Ⅳ　小売業（回答87社・・・回答率98.8％）
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業況 売上高 資金繰り
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　今期の業況判断D.I.は0.0と、前期との比較では4.3ポイント悪化
しました。全国調査との比較では、業況判断D. I .で17.3ポイント
上回りました。
　項目別では、売上高、採算、売上単価とも悪化し、来期も同様の
見込の中で、仕入単価が今期は43.5、来期も36.4と高止まりして
いることが特徴的です。
　業種別では食料・飲料卸売業の今期の業況判断D.I .は、△12.5
と前期比25.0ポイントの大幅悪化となりましたが、来期見通しでも
△12.5と横ばいの見込となっています。

■景況

【飲食料品小売業】【飲食店】
　飲食料品小売業の業況判断D. I .は、△25.0と前期比36 .5ポイ
ント改善しており、来期も△20.8とわずかながら回復を予想して
います。
　飲食店の業況判断D.I.は、△40.0と前期比10.0ポイント改善して
おり来期も△20.0ポイントと回復を予想しています。
　飲食料品小売業の経営上の問題点は、「仕入単価の上昇」21.1%、
「消費者ニーズの変化への対応」17.5%「大型店・中型店の進出に
よる競争の激化」14.0%と続いています。

【その他】
　業況判断D.I.は、医薬品・化粧品スポーツ・文具は改善傾向にある
一方で、燃料は横ばい、自動車販売、家電は悪化しており、業種毎に
よる差が大きくなっています。
　経営上の問題点は、主に「消費者ニーズの変化への対応」と「大型
店・中型店の進出による競争の激化」ですが、燃料小売業では「仕入
単価の上昇」が41.2%を占め特徴的です。

■業種別の状況

伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2021年10～12月期）

■経営上の問題点（複数回答）

同業者の進出

販売単価の低下・上昇難
購買力の他地域への流出
人件費以外の経費の増加

大型店・中型店の進出による競争の激化

需要の停滞

消費者ニーズの変化への対応
仕入単価の上昇

■経営上の問題点（複数回答）

従業員の確保難

大企業の進出による競争の激化
商品在庫の過剰

その他

仕入単価の上昇

メーカーの進出による競争の激化

需要の停滞
販売単価の低下・上昇難
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Ⅴ　建設業・不動産業（回答62社・・・回答率98.4％）

5

Ⅵ　サービス業（回答82社・・・回答率100％）
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■経営上の問題点（複数回答）
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今　期 来期見通し 全国調査
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官公需要の停滞

請負単価の低下・上昇難
従業員の確保難
人件費の増加

民間需要の停滞

取引条件の悪化

材料価格の上昇
材料の入手難

■経営上の問題点（複数回答）

利用料金の低下・上昇難

人件費以外の経費の増加
従業員の確保難

店舗施設の狭隘・老朽化

材料等仕入単価の上昇

新規参入業者の進出

需要の停滞
消費者ニーズの変化への対応

　今期の業況判断D.I .は△15.9と、前期比で2.6ポイント改善し、
全国調査との比較では、業況判断D.I .で9.5ポイント上回りました。
　項目別では「売上高」「採算」は悪化していますが、「資金繰り」
は改善、「客単価」「仕入単価」は上昇しています。
　来期の業況判断D.I .は△9.8と、今期との比較で6.1ポイントの
改善を予想しており徐々にではありますが、回復傾向となっています。
　経営上の問題点は、「需要の停滞」18.0%「消費者ニーズの変化
への対応」17.4%、「材料等仕入単価の上昇」9.3%となっています。

■景況

　今期の業況判断D.I.は△9.7と、前期比較横ばいで、全国調査比
では、4.9ポイント上回りました。
　項目別では、売上高は横ばい、採算、受注額は小幅ながら悪化して
おり、材料単価は61.7と26.2ポイントの大幅上昇となっています。
　来期の業況判断D.I.は△8.2と、今期との比較でわずかながら1.5
ポイントの改善が予想されています。
　経営上の問題点は、「材料価格の上昇」28.8%、「材料の入手難」
17.3%、「民間需要の停滞」10.8%となっています。

■景況

【総合工事】
　業況判断D.I .は、△7.4と前期比3.7ポイント改善していますが、
来期は△18.5と11.1ポイントの悪化が見込まれています。
　項目別には、大半が小幅な変動ですが、材料単価は74.1と29.7
ポイント上昇しており、来期も大半の項目は悪化が見込まれており、
先行きは慎重な見方となっています。
　経営上の問題点は、「材料価格の上昇」38.6%、「材料の入手難」
21.1%と「原材料」が最大の懸念材料になっています。

【設備工事】【職別工事】【不動産】
　設備工事業の業況判断D.I.は、△20.0と前期比36.7ポイント悪化
していますが、来期は0.0と改善が見込まれます。
　職別工事業の業況判断D.I.は、△10.0と前期比1.1ポイント改善し、
来期も20.0と改善の見込みです。
　不動産業の業況判断D.I.は、△8.3と前期比28.1ポイント改善して
いますが、来期は△18.2と悪化の見込です。

■業種別の状況

■業種別の状況

伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2021年10～12月期）

■主要業況判断D.I.の推移

業況 売上高 資金繰り

業況 売上高 資金繰り

【自動車整備】
　業況判断D.I.は、5.6と前期比5.6ポイント改善しており、サービス
業全体と比較すると良好な水準となっていますが、来期は△5.6と
悪化が見込まれています。
　項目別では売上高は悪化していますが、採算は改善、客単価、仕入
単価ともに上昇しています。
　経営上の問題点は、「消費者ニーズの変化への対応」20.9%、「材料
等仕入単価の上昇」16.3%、「需要の停滞」14.0%となっています。

【洗濯・理容】
　業況判断D.I.は、△45.5と前期比5.5ポイント悪化していますが、
来期は△36.4とマイナス水準ながら9.1ポイント改善する見込です。
　項目別では各項目とも小幅ではありますが、売上高、資金繰りと
もに悪化、採算は改善、客単価は上昇しています。
　経営上の問題点は、「消費者ニーズの変化への対応」19.2%、「需要
の停滞」19.2%、「新規参入業者の進出」15.4%となっています。
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【2022年（令和4年）の経営見通しについて】

今回の調査について

【調査方法】

※毎回テーマを設け「特別調査」を実施しております。

2021年12月
① 今期の状況：前年の同時期（2020年10～12月期）と比較した今期（2021年10～12月期）の状況
② 来期の見通し：前年の同時期（2021年1～3月期）と比較した来期（2022年1～3月期）の状況

伊勢崎市及び佐波郡玉村町内の事業所
伊勢崎商工会議所及びアイオー信用金庫の調査員による面談または聞き取り

調査内容

調査方法
対象企業

調査時期

特 別 調 査

6

【調査対象企業数・回答企業数】

112
23
88
63
82
368

調査対象企業数

112
23
87
62
82
366

100%
100%
98.8%
98.4%
100%
99.4%

製 造 業
卸 売 業
小 売 業
建設業・不動産業
サービス業
合 計

回答企業数 回答率

1  日本の景気見通し 2  自社の業況（景気）見通し

悪い
74.6%

0 50 100 150

0                                     

0                                     

18                               

61                   

123

88           

21                              

非常に良い

良い

やや良い

普通

やや悪い

悪い

非常に悪い

良い
5.8%

普通
19.6%

0 50 100 150

1                                     

4                                     

27                             

121

111   

42                       

5                                    

非常に良い

良い

やや良い

普通

やや悪い

悪い

非常に悪い

悪い
50.8%

良い
10.3%

普通
38.9%

0 50 100

30                    

21                       

63         

43               

40                  

17                         

90

すでに上向いている

6か月以内

1年後

2年後

3年後

3年超
業況改善の

見通しは立たない

改善の見通しは
立たない
29.6%

すでに好転
9.9%

今後好転の見通し
60.5%

10％未満の増加

10～19％の増加

20％～29％の減少

30％以上の減少

20～29％の増加

30％以上の増加

変わらない

10％未満の減少

10％～19％の減少

0 50 100 150

増加
21.9%

変わらない
43.1%

2                                

2                                

22                          

42                     

134

70                

24                          

9                              

6                               

減少
35.0%

転嫁できている
上がっていない

9.0%

対応している
71.1%

対応していない
19.9%

2022年の景気見通しについては「悪い」とする先が74.6%
と大半を占め、「良い」とする先は5.8%にとどまっています。

2022年の自社の業況については「悪い」とする先が50.8%
と過半を占めますが、「良い」とする先も10.3%あります。

3  売上額の伸び率見通し（前年比） 4  業況が上向く転換点見通し

売上額の伸びについては、変わらないとする先が43.1%と
最も多く、減少35.0%、増加21.9%となっています。

業況が上向く転換点の見通しは、すでに好転しているとして
いる先が9.9%ある一方で、改善の見通しは立たないとする
先も29.6%あります。

5  原材料・仕入価格上昇の影響

転嫁できている、上がっていない

特に対応はしていない
その他

仕入の中止
仕入の削減（生産・販売量の調整）

代替品の確保
生産性の向上（システム投資など）

経費の削減
製品・商品・サービスの見直し

仕入先・仕入方法の変更

0 50 100 150

41                                                                   

50                                                            

41                                                                   

136

31                                                                         

18                                                                                  

43                                                                  

4　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

91                                

転嫁できている・上がっていないとする先は9.0％にとどまり、対応していない先も19.9％を占めている。対応している場合、
経費の削減が最も多く、仕入先・方法の見直し、仕入の削減、製品・商品・サービスの見直しが続いています。

■原材料・仕入価格上昇に対する対応策
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グンダイ株式会社

企 業 紹 介

その高度に蓄積され
た設計開発力を生か
し、寸法精度、強度
共に優れた製品を生
み出しています。製造
技術の開発から金型
設計、プロセスライン
の設計開発まで、製
造プロセスに精通し
た頭脳と先進の設計システムを駆使した高度な設計
開発力はユーザーの要請に100％お応えします。
　「企業は人なり」の考えから、人財育成にも力を入れ
ております。典型的な「きつい、汚い、危険」の3K
産業から脱却すべく若い社員が安心して働けるよう、
自動化を進め綺麗な職場環境に努めております。
　これからも、70周年、さらには100周年に向けて、
社是「永代経営」を継続できるよう、全社員一丸と
なりさらなる変革を行って参ります。

【社是】
1.和衷協同
　グンダイ㈱のみならず、グンケイ㈱とホクダイ㈱の
3社の社員一丸となって、お客様に満足して頂ける
製品を作り続けます。
1.永代経営
　会社を永遠に継続すべく、毎年新卒者の定期採用を
継続し、人財育成にも力を注いでおります。
1.貢献福祉
　健全な経営を続けることにより、社会福祉にも貢献
して行きます。
　これからも、現状に満足することなく、常に向上心を
持って、品質向上と技術向上に力を注ぎ続けて行きます。

【想像力から創造力へ】
　当社は、昭和37年10月創業以来本年10月を持ち
まして、創業60周年を迎えることができました。
　創業以来、アルミダイカスト鋳造一筋の事業を行っ
て参りましたが、切削加工も自社内で行う、鋳造から
切削加工までの一貫加工の企業へと変革致しました。
【当社の取り組み】
　当社は設計・開発・金型製作から鋳造・切削・含浸・
検査まですべての工程を自社でこなします。
　メカトロニクス分野の多様・複雑化するニーズに、
ダイカスト製品はますます高度な機能・精度が要求
されています。合金素材や鋳造法など、常に新しい
ダイカスト法の研究・実験を積み重ねている当社は、

会社概要
創 業
代 表 者
所 在 地
T E L
資 本 金
売 上 高
従業員数

昭和37年10月
代表取締役社長　細木 大亮
伊勢崎市飯島町540-2
0270-32-7111
1億円
20億円
90名

主要取引先
サンデン株式会社、美濃工業栃木株式会社、
東京濾器株式会社、三輪精機株式会社、
東京産業株式会社、ナブテスコオートモーティブ
株式会社

事業内容
アルミニウム合金による各種ダイカスト製品の
製造ならび販売

グループ企業
グンケイ株式会社（伊勢崎南工業団地内）
ホクダイ株式会社（北海道勇払郡安平町臨空工業団地内）



新入社員研修会

アイオー・ビジネススクール アイオー・ビジネスクラブ 新現役マッチング交流会

新入社員研修会

アイオー・ビジネススクール アイオー・ビジネスクラブ 新現役マッチング交流会

Sustainable
Solution
Strategy
Support
Smile

持続可能な＝いつまでも常に地元のみなさまとともに 
解決＝地元のみなさまの悩み、不安など課題を解決
戦略＝緻密な戦略を持って
応援＝地元のみなさまの夢を応援する
笑顔＝あたたかいハートの笑顔で

５Ｓを掲げ、地域貢献するしんきんを目指します。

地元のソリューションをミライヘ。


